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､【目的】世界でも類のない急速な高齢社会を迎える日本において、高齢者が暮らしやすい

空間づくりは急務の課題となっている。研究面においても、バリアフ11 ー住宅やユニバー

サル・デザインの研究は多方面から行われている。しかし、住空間における研究に目を向

けると、住宅の物理的な側面からの研究は多く見受けられるが、心理的側面からの高齢者

が快適と感じる空間に関する研究はほとんど見あたらない。そこで、本研究では、高齢者

に快適と感じられる空間づくりに役立てることを目的に。心理的側面から研究を行うこと
を￥目的とし、研究を行った。

【方法】雑誌などから取り上げた住宅居間の写真をスライドに撮影し、SD 法により被験

者に評価させる方法行った。対象の居間は30 種類、被験者は男女大学生23 名、高齢者（平

均年齢70.08 歳）13 名である。

【結果及び考察】①平均値プロフィールより、若年層が好きで住みたいと感じている洋風

空間は、高齢者層が嫌いで住みたくないと感じているタイプが多く、逆に、高齢者層が好

きで住みたいと感じている和風空間は、若年層は嫌いで住みたくないと感じているタイプ

が多かった。②因子分析の結果、若年層では４因子が析出され、それぞれ価値因子、すっ

きり感因子、個性因子、開放感因子と意味づけた。高齢者層では５因子が析出され、価値

因子、豪華さ因子、和風因子、すっきり感因子、個性因子と意味づけた。
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【目的】現在の高齢者介護は、在宅での自立支援をひとつの目標に掲げている。介護保険制度により、公

共の介護サービスの充実が図られている旗 介護をする家族の存在も甚大である。そのうち、排泄は人間

の尊厳に関わる行為という理由からも自立支援の重要性が高く、家族介護の役割は大きい。本研究は、在

宅で生活する要介護高齢者m 象者) の排泄環境の実態を把握するとともに、介護者を中心に排泄自立を

促す要因を探求することを目的とする。

【方法】川崎市内において介護認定を受けている在宅高齢者を罷査対象とし、介護者を主としたｱﾝﾄﾄ 及

びﾋｱﾘﾝｸﾞ、図面採集、写真撮影等の訪問調査を行った。対象住戸は21 戸、調査時期は2000 年９月である。

【結果】対象者は年齢62 ～90歳で後期高齢者が６割であった。一方介護者は年齢52 ～89歳で、介護者も

高齢であるいわゆる老々介護の住戸が目立つ。性別は対象者・介護者ともに女陛の方が多い。対象者の自

立度は、生活自立、準寝たきり、寝たきりかほぼ同数であった。排泄行為を排尿昼･ 排尿夜･ 排便に分け、

さらに排泄場所・介助度により分類すると、便所を利用すると回答した住戸が８割を超え、そのうち大半

は何らかの介助を要するという結果になった。排泄自立を便所利用と介護の有無という２つの軸からみる

と、対象者の歩行能力による要因が強いが、介護状況や居住空間によっても左右される。介護状況では過

剰介護や老々介護に排泄自立の低下がみられる。居住空間においては、便所までの距離と便所空間か重要

で、とくに便所までの動線と便所の開口部の検討が必要である。
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